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鍛冶屋橋 A1橋台補修構造図（その1）
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当該図面は、現地測量および既往資料に基づき作成したものである。

施工に際しては、現地測量により、形状寸法を確認後必要に応じて

変更等の見直しを行うこと。
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鉄筋質量表

記 号 径 長 さ 本 数 単位質量 1本当り質量 質 量 摘 要

B 1 D25 450 24 3.98 1.79 43

B 2 D22 400 36 1.21 44

87 kg

合 計 D25 43 kg

D22 44 kg

総質量 87 kg
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φ32(D22),L=400mm/箇所 箇所(水平方向)36

B
1 B

2

B
1

B
2B

2
B

2

B
1



輪島市二俣町 地先

工 事 名

路 線 名

箇 所

縮 尺

図 面 番 号

図 名

令和8年度

輪 島 市

枚 内の

市道 二俣1号線

／

令和8年度6災 第10422号 市道二俣1号線 鍛冶屋橋
橋梁災害復旧工事

23

(現況構造図)

300 2000

4600

3002000

5050 4500

450 45012001200 1200

G1 G2 G3 G4

下流側上流側

正 面 図 (1 - 1)

2.000% 2.000%

1
5
0

8
80

12
0
0

17
0

7
0

400 800

70 70

800400 800400

70

400

260

6000

1200 1200120012001200

(二)鳳至川

1
0
00

2
70

0

平 面 図 (2 - 2)

6000

700 4600 700

50 4500 50

450 1200 1200 1200 450

800400 400 800 400 800 400

7
2
0

7
50

13
8
0

2
8
0

2
50

2
00

G1 G2 G3 G4

80
3
2
0

3
20

2
1
0

上流側 下流側

80 640 80

300 40 300

50 50

100

140

60

12
0

1
6
0

60

4
0

1
0
0

50

60 3@173.3
=520

60

40

12
0

至
二

俣
神

社

A
2橋

台
側

至
R
24

9
号

A1
橋

台
側

3
5
0

2700

580 720750 650

桁長1092040桁長23930

280 350

200 25080210 320 320

A2橋台側

至 R249号

A1橋台側

断 面 図 (A - A)

1
0
00

7
0

12
0
0

1
00

0
3
0

12
0
0

50

Mov

8
80

RC縁端拡幅

既設落橋防止構造

鋼製ブラケット

[撤去・移設]

既設落橋防止構造

RC縁端拡幅

既設落橋防止構造

22

鋼製ブラケット

既設落橋防止構造

[撤去・移設]

既設鋼製支承

[撤去・取替]

1
2
80

4
0

65
0

5
80

A B

A B

鋼製ブラケット

既設落橋防止構造

既設鋼製支承

[撤去・移設]

[撤去・取替]

RC縁端拡幅

既設落橋防止構造

11

鋼製ブラケット

既設落橋防止構造

[撤去・移設]

2700

580 720750 650

桁長1092040桁長23930

280 350

至 二俣神社

A2橋台側

至 R249号

A1橋台側

断 面 図 (B - B)

10
0
0

70
1
20

0

1
0
00

3
0

1
20

0

Mov

RC縁端拡幅

既設落橋防止構造

[撤去・取替]

既設鋼製支承

1
70

15
0

8
8
0

80 640

300 40 300

80 80 640

300 40 300

80

至 二俣神社

・

注記）

当該図面は、現地測量および既往資料に基づき作成したものである。

施工に際しては、現地測量により、形状寸法・添架管位置を確認後

必要に応じて変更等の見直しを行うこと。

・

・

既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査等を実施して・

既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を切断しないように注意すること。

既設コンクリートと新設コンクリートの打継面はチッピング工を行うこと。

鍛冶屋橋 P1橋脚補修構造図（その1）
S=1:20(A1)

S=1:40(A3)

図 示

8

鍛冶屋橋 P1橋脚補修構造図（その1）
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鍛冶屋橋 P1橋脚補修構造図（その2）
S=1:20(A1)

S=1:40(A3)

図 示
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鍛冶屋橋 P1橋脚補修構造図（その2）

使用材料一覧表

コンクリート

鉄 筋

30-12-25N(W/C≦50％)

上部工横桁増厚

・

注記）

当該図面は、現地測量および既往資料に基づき作成したものである。

施工に際しては、現地測量により、形状寸法・添架管位置を確認後

必要に応じて変更等の見直しを行うこと。

・

・

既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査等を実施して・

既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を切断しないように注意すること。

・ は、RC縁端拡幅を示す。

既設コンクリートと新設コンクリートの打継面はチッピング工を行うこと。

は、上部工横桁増厚を示す。・

SD345

縁端拡幅

24-12-25BB(W/C≦55％)

SD345

mailto:3@173.3
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鍛冶屋橋 P1橋脚補修構造図（その3）
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S=1:40(A3)

・

注記）

当該図面は、現地測量および既往資料に基づき作成したものである。

施工に際しては、現地測量により、形状寸法・添架管位置を確認後

必要に応じて変更等の見直しを行うこと。

・

・

既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査等を実施して・

既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を切断しないように注意すること。

既設コンクリートと新設コンクリートの打継面はチッピング工を行うこと。

図 示
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鍛冶屋橋 P1橋脚補修構造図（その3）
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施工に際しては、現地測量により、形状寸法・添架管位置を確認後

必要に応じて変更等の見直しを行うこと。
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既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査等を実施して・

既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を切断しないように注意すること。

既設コンクリートと新設コンクリートの打継面はチッピング工を行うこと。
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鍛冶屋橋 P1橋脚補修構造図（その4）
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80 80640

600

70 260 70 70 70260

800400 400

80 80

3
5

70

1
05

3
7
5

3
8
5

2
2

4
20

1
0

60 60

φ35

3@173.3=520

[新設]

(エポキシ樹脂注入)

削孔 φ35x385

アンカーボルト D25

[頭部切断・残置]

既設アンカーボルト D22

橋軸直角方向

正 面 図 (1 - 1)

300 30040

50

50

260 50

50

26080

[既設を移設]

鋼製ブラケット

落橋防止構造

[新設]

上部工横桁増厚

橋軸直角方向

正 面 図 (2 - 2)

鋼製ブラケット詳細図

3
5

70

3
30

3
40

25
0

2
2

1
0

3
30

1
0

3
40

25
0

2
2

100 60140 10060 140

φ32 φ32

削孔 φ32x340

アンカーボルト D22

(エポキシ樹脂注入)

[新設] [新設]

(エポキシ樹脂注入)

削孔 φ32x340

アンカーボルト D22

鋼製ブラケット

[既設を移設]

落橋防止構造

[既設を移設]

緩衝材

[既設を移設]

緩衝材

1
0
5

橋
軸

方
向

7050

27020045012030040100 320

3
7
5

1
0

3
85

2
2

4
20

280280 80

10060 160

φ35

φ32

40 120 120 40[新設]

(エポキシ樹脂注入)

削孔 φ32x340

アンカーボルト D22

2
2

25
0

3
30

1
0

3
40

既設落橋防止構造

RC縁端拡幅

(エポキシ樹脂注入)
[新設]

削孔 φ35x385

アンカーボルト D25

至 二俣神社

A2橋台側

至 R249号

A1橋台側

上部工横桁増厚

[新設]

[既設を移設]

緩衝材

鋼製ブラケット

[既設を移設]

落橋防止構造

橋軸方向

側 面 図 (3 - 3)

既設アンカーボルト D25

[頭部切断・残置]

既設アンカーボルト D22

[頭部切断・残置]

アンカーボルト詳細図

4
50

37
5

7
5

D25

φ35

M24

1
0

37
5

38
5

M24ネジ切り

(メッキ仕上げ)

D25

D22

φ32

40
0

3
3
0

7
0

10
3
3
0

3
4
0

M20 M20ネジ切り

(メッキ仕上げ)

D22

鋼製ブラケット1箇所当り数量(製作3基)

8-アンカーボルト D25x450(SD345)

8-弛み止めナット M24用

8-ワッシャー M24用

※ 鋼製ブラケットおよび緩衝材は既設を使用する。

鋼製ブラケット1箇所当り数量(製作6基)

6-アンカーボルト D22x400(SD345)

6-弛み止めナット M20用

6-ワッシャー M20用

※ 鋼製ブラケットおよび緩衝材は既設を使用する。

400 650750

RC縁端拡幅

落橋防止構造

[新設]

10
0
0

既設橋座斫り

既設上部工 既設上部工

既設上部工

既設上部工横桁

既設上部工横桁

t=35mm

排水溝

図 示

12

鍛冶屋橋 P1橋脚補修構造図（その5）

・

注記）

当該図面は、現地測量および既往資料に基づき作成したものである。

施工に際しては、現地測量により、形状寸法・添架管位置を確認後

必要に応じて変更等の見直しを行うこと。

・

・

既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査等を実施して・

既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を切断しないように注意すること。

既設コンクリートと新設コンクリートの打継面はチッピング工を行うこと。

鍛冶屋橋 P1橋脚補修構造図（その5）
S=1:10(A1)

S=1:20(A3)

t=85mm

8
5

5
0

ポリマーセメントモルタル復旧

t=50mm

(縁端拡幅)

φ35(D25),L=450mm/箇所 箇所(水平方向)24

(既設下部工躯体 削孔箇所数)

鉄筋質量表

記 号 径 長 さ 本 数 単位質量 1本当り質量 質 量 摘 要

B 1 D25 450 24 3.98 1.79 43

B 2 D22 400 36 1.21 44

87 kg

合 計 D25 43 kg

D22 44 kg

総質量 87 kg

3.04

φ32(D22),L=400mm/箇所 箇所(水平方向)36

B
1 B

2

B
2B

2
B

2

B
1

B
1

mailto:3@173.3
mailto:3@173.3


輪島市二俣町 地先

工 事 名

路 線 名

箇 所

縮 尺

図 面 番 号

図 名

令和8年度

輪 島 市

枚 内の

市道 二俣1号線

／

令和8年度6災 第10422号 市道二俣1号線 鍛冶屋橋
橋梁災害復旧工事

23

940

4600

40
0

13
0
0

220 560 640 560 640 560 640 560 220

下流側上流側

至
二

俣
神

社

P1
橋

脚
側

至
R
24

9
号

3 - 3

既設鉄筋

11

2 2

4600

93
0

350 13@300=3900 350

9
0

9
0

100 250 13@300=3900 250 100

220 560 640 560 640 560 640 560 220

9
00

88
3

17

1 - 1

上流側 下流側

4600

220 560 640 560 640 560 640 560 220

2 - 2

9
0
0

8
83

1
7

4001300

200

200

2
0
0

2
0
0

10 930

90 90

至 二俣神社

P1橋脚側

至 R249号

4 - 4

1
5
0

1
50

6
0
0

B
3 D16

B
2 D22

B
4 D16

B
1 D22

8
0

10
0

既設鉄筋

4

4
10

0
80

100 250 13@300=3900 250 100

1
7

88
3

1
50

6
00

15
0

8
3

4600

100 250 13@300=3900 250 100

9
0
0

8
83

1
7

10
0

8
0

1
7

8
83

15
0

6
0
0

1
50

83

B
2 D22

B
1 D22

B
4 D16B

3 D16

B
2 D22

B
1 D22

B
3 D16 B

4 D16

B
4 D16B

3 D16

B
1 D22

93010

φ
3
2

削孔定着

アンカー筋

93010

φ
3
2

削孔定着

アンカー筋

3
3
0

1243

B
1 14-D22 X 1580

3
3
0

1243

B
2 14-D22 X 1580

2
40

7
2
0

220

B
3 32-D16 X 1180

1
7

90
0

8
8
3

2
1
6

2
34

2
3
4

2
16

2
1
6

2
34

2
3
4

2
16

2
1
6

2
34

2
34

21
6

4400

B
4 8-D16 X 4400

φ
32

1
5
0

15
0

60
0

φ
3
2

93010

60015xD=330

940

(エポキシ樹脂注入)

削孔 φ32x940

アンカー筋 D22

90 220 90

8282

1300 400

72
0

8
0

72

1
0
0

7
5

RC縁端拡幅

76

87

D16

至 二俣神社

P1橋脚側

縁端拡幅かぶり詳細図

チッピング工

既設鉄筋

(縁端拡幅)

φ32(D22),L=940mm/箇所 箇所(水平方向)28

(既設下部工躯体 削孔箇所数)

使用材料一覧表

コンクリート

鉄 筋 SD345

縁端拡幅

鉄筋質量表

記 号 径 長 さ 本 数 単位質量 1本当り質量 質 量 摘 要

B 1 D22 1580 14 3.04 4.80 67

B 2 〃 1580 14 〃 4.80 67

B 3 D16 1180 32 1.56 1.84 59

B 4 〃 4400 8 〃 6.86 55

248 kg

合 計 D22 134 kg

D16 114 kg

総質量 248 kg

3 3

t=17mm

排水溝

t=17mm

排水溝

(縁端拡幅)

鍛冶屋橋 A1橋台補修配筋図（その1）
S=1:30(A1)

S=1:60(A3)

図 示
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鍛冶屋橋 A1橋台補修配筋図（その1）

・

注記）

当該図面は、現地測量および既往資料に基づき作成したものである。

施工に際しては、現地測量により、形状寸法・添架管位置を確認後

必要に応じて変更等の見直しを行うこと。

・

・

既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査等を実施して・

既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を切断しないように注意すること。

既設コンクリートと新設コンクリートの打継面はチッピング工を行うこと。

24-12-25BB(W/C≦55％)

S=1:10(A1)

S=1:20(A3)



輪島市二俣町 地先

工 事 名

路 線 名

箇 所

縮 尺

図 面 番 号

図 名

令和8年度

輪 島 市

枚 内の

市道 二俣1号線

／

令和8年度6災 第10422号 市道二俣1号線 鍛冶屋橋
橋梁災害復旧工事

23

G1 G2 G3 G4

(二)鳳至川

G1 G2 G3 G4

下流側上流側

至
二

俣
神

社

P
1橋

脚
側

至
R
24

9
号

2.000% 2.000%

[新設]

防蝕アンカー F42D

水平力分担構造

RC縁端拡幅

落橋防止構造

[新設]

2
0

[新設]

防蝕アンカー F42D

水平力分担構造

[新設]

上部工横桁増厚

断 面 図 (1 - 1)

4600上流側 下流側

CL

400 800 400 800 400 800 400

260 260 260 260

ケミカルアンカーD13用 R-13SN

削孔 φ16x80

D1
3

φ
16

80

ケミカルアンカー定着部詳細図

360

至 二俣神社

P1橋脚側

至 R249号

防蝕アンカー F42D

水平力分担構造

目地材 t=20mm

[新設]

[新設]

375

2
0

6
0
0

19
0

4
10

5
1
0

5
5

1
3
0

1
0
9

1
2
0

55
13

1

2
0

2
3
0

37
0

450 350 470

30 桁 長23930

175 175

120 55

36
5

55 120

5
5

1
2
0

55

55 200 240 55

80 440 80

112 100 119 200 198 100 112

2 2

側 面 図 (A - A)

Y1 D13

6
0
0

2
0 55

1
2
0

1
0
9

13
1

1
3
0

5
5

42
118

200 198 42

Y1 D13

Y2 D13

Y6 D13

Y5 D13Y3

4
1.

5 1
3

Y4

36080 440 80

112 100 119 200 198 100 112

42
118

200 198 42

36080 440 80

112 100 119 200 198 100 112

42
118

200 198 42

Y2 D13

19
0

4
10

6
0
0

37
0

2
3
0

Y3 D13

Y5 D13

Y4 D13

平 面 図 (2 - 2)

11

A

A

400 800 400 800 400 800 400

1200 1200 1200

[新設]

上部工横桁増厚

3
0

4
50

3
5
0

4
7
0

1
7
5

1
7
5

360 440 360 440 360 440

250 200

2
5
0

20
0

5
5

12
0

12
0

20
0

Y1 D13

Y2 D13

80 200119100112

4
1.

5
4
1.

5

198

Y5 D13

Y3 D13

100 112 80

Y4 D13

80 200119100112 198 100 112 80 80 200119100112 198 100 112 80

55

Y3 1.16

6

1.34

Y2 530 0.527

16760 21 0.756

符 号 径
長 さ

（mm）
本 数

単位質量 1本当り質量 質 量

（kg）（kg/本）（kg/m）
摘 要

個42

D13

（上部工横桁増厚）

kg108

D13用ケミカルアンカー

D13

合 計

kg108

鉄筋質量表

〃

12

〃

16

総質量

上部工主桁削孔 φ16,L=80mm/箇所 42 箇所（水平方向）

Y4 〃 〃

Y6 12 0.488

Y1-1

0.935〃 〃 1112Y5

760

80

407以上

80940

760

Y1-1 21-D13 x 760

ケミカルアンカー

(D13用)
ケミカルアンカー

(D13用)

Y1-2 21-D13 x 760

Y2 18-D13 x 530

530

1
8
9

267

5
17

189

Y3 24-D13 x 1170

Y4 12-D13 x 1350

467

1
8
9

267

28
7

189

Y5 12-D13 x 940

267

11
1

11
1

Y6 12-D13 x 490

16760 21 0.756Y1-2 〃

0.995

〃

〃〃

18

1170 24

940

〃 〃490

28

41.5
41.5

9

D13

Y7

Y7 D13

Y7 D13

1
4
7

R=2.5φ 60

435

10
2

1
4
7

189

189

Y7 12-D13 x 530

1350

6Y7 12 0.527〃 〃530

435

300 600 300 300 600 300 300 600 300

1200 1200 1200

(横桁増厚)

鍛冶屋橋 A1橋台補修配筋図（その2）
S=1:15(A1)

S=1:30(A3)

図 示
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鍛冶屋橋 A1橋台補修配筋図（その2）



輪島市二俣町 地先

工 事 名

路 線 名

箇 所

縮 尺

図 面 番 号

図 名

令和8年度

輪 島 市

枚 内の

市道 二俣1号線

／

令和8年度6災 第10422号 市道二俣1号線 鍛冶屋橋
橋梁災害復旧工事

23

1400

90

82

6000

920 560 640 560 640 560 640 560 920

4
00

1
4
00

1
30

0

至
二

俣
神

社

A2
橋

台
側

至
R
2
49

号

A1
橋

台
側

6000 下流側上流側

3 - 3

2

1

2

1

20
0
2
0
0

9
0

9
0

33
0

1
0
80

200 200 13@300=3900 200

200

250

200

200

200200

250

1
00

0

96
5

35

920 560 640 560 640 560 640 560 920

1 - 1

4

4

3
5

96
5

1
50

7
0
0

1
5
0

33

2 - 2

下流側上流側

100

100

200

250

200

200

13@300=3900

200

200

250

200

100

100

6000

15
0

1
50

7
0
0

101080

400 1400 1300

1
00

0

80
11

5

96
5

35

200

200

至 R249号

A1橋台側

至 二俣神社

A2橋台側

4 - 4

2
16

18
9

1
9
0

1
89

2
16

B
6 D16

B
5 D16

B
2 D22

B
1 D22

既設鉄筋

100
100

200
250

200
200

13@300=3900
200

200
250

200
100

100

6000

100
100

200
250

200
200

13@300=3900
200

200
250

200
100

100

2
16

18
9

1
9
0

1
89

2
16

8
0

1
1
5

80

1
00

0

96
5

35

2
16

18
9

1
9
0

1
89

2
16 1
1
5

80

3
5

96
5

1
50

7
0
0

1
5
0

920 560 640 560 640 560 640 560 920

8
0

B
5 D16 B

6 D16

B
1 D22

B
3 D22

B
3 D22

B
4 D22

B
3 D22 B

3 D22

B
4 D22B

6 D16B
5 D16

B
1 D22

B
2 D22

B
4 D22

B
3 D22 B

3 D22

B
4 D22

B
1 D22

B
2 D22

B
6 D16

B
5 D16

既設鉄筋

3
5

1
0
00

9
65

8
05

11
5

7
2

8
0

72

400

22090

82

至 R249号

A1橋台側

76

87

RC縁端拡幅

1080 10

15xD=330

1090

φ
3
2

750

1090

φ
32

1
5
0

1
50

70
0

t=35mm

排水溝

(エポキシ樹脂注入)

削孔 φ32x1090

アンカー筋 D22

D16

チッピング工
既設鉄筋

1080 10

φ
3
2

削孔定着

アンカー筋

1080 10

φ
3
2

削孔定着

アンカー筋

3
3
0

1393

B
1 16-D22 X 1730

3
3
0

1393

B
2 16-D22 X 1730

330 10

φ
3
2

削孔定着

アンカー筋

330 10

φ
3
2

削孔定着

アンカー筋

3
3
0

643

B
3 6-D22 X 980

3
3
0

643

B
4 6-D22 X 980

2
4
0

80
5

220

B
5 48-D16 X 1270

(縁端拡幅)

φ32(D22),L=1090mm/箇所 箇所(水平方向)32

(既設下部工躯体 削孔箇所数)

5800

B
6 10-D16 X 5800

鉄筋質量表

記 号 径 長 さ 本 数 単位質量 1本当り質量 質 量 摘 要

B 1 D22 1730 16 3.04 5.26 84

B 2 〃 1730 16 〃 5.26 84

B 3 〃 980 6 〃 2.98 18

B 4 〃 980 6 〃 2.98 18

B 5 D16 1270 48 1.56 1.98 95

B 6 〃 5800 10 〃 9.05 91

390 kg

合 計 D22 204 kg

D16 186 kg

総質量 390 kg

φ32(D22),L=340mm/箇所 箇所(水平方向)12

t=35mm

排水溝

(縁端拡幅)

図 示
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鍛冶屋橋 P1橋脚補修配筋図（その1）

鍛冶屋橋 P1橋脚補修配筋図（その1）
S=1:30(A1)

S=1:60(A3)

使用材料一覧表

コンクリート

鉄 筋 SD345

縁端拡幅

・

注記）

当該図面は、現地測量および既往資料に基づき作成したものである。

施工に際しては、現地測量により、形状寸法・添架管位置を確認後

必要に応じて変更等の見直しを行うこと。

・

・

既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査等を実施して・

既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を切断しないように注意すること。

既設コンクリートと新設コンクリートの打継面はチッピング工を行うこと。

24-12-25BB(W/C≦55％)

縁端拡幅かぶり詳細図
S=1:10(A1)

S=1:20(A3)



輪島市二俣町 地先

工 事 名

路 線 名

箇 所

縮 尺

図 面 番 号

図 名

令和8年度

輪 島 市

枚 内の

市道 二俣1号線

／

令和8年度6災 第10422号 市道二俣1号線 鍛冶屋橋
橋梁災害復旧工事
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(横桁増厚)

下流側上流側

断 面 図 (1 - 1)

ケミカルアンカーD13用 R-13SN

削孔 φ16x80

D
13

φ
1
6

80

ケミカルアンカー定着部詳細図

側 面 図 (A - A)

平 面 図 (2 - 2)

Y4 D13

Y3 1.21

7

1.53

Y2 530 0.527

16760 21 0.756

符 号 径
長 さ

（mm）
本 数

単位質量 1本当り質量 質 量

（kg）（kg/本）（kg/m）
摘 要

個42

D13

（上部工横桁増厚）

kg113

D13用ケミカルアンカー

D13

合 計

kg113

鉄筋質量表

〃

12

〃

18

総質量

上部工主桁削孔 φ16,L=80mm/箇所 42 箇所（水平方向）

Y4 〃 〃

Y6 12 0.587

Y1-1

0.995〃 〃 1212Y5

760

80

407以上

80940

760

Y1-1 21-D13 x 760

ケミカルアンカー

(D13用)
ケミカルアンカー

(D13用)

Y1-2 21-D13 x 760

Y2 18-D13 x 530

530

18
9

367

4
6
7

189

Y3 24-D13 x 1220

Y4 12-D13 x 1540

535

1
37

535

1
89

367

2
47

189

Y5 12-D13 x 1000

367

11
1

11
1

Y6 12-D13 x 590

16760 21 0.756Y1-2 〃

0.995

〃

〃〃

18

1220 24

〃 〃590

29

9

G1 G2 G3 G4

下流側上流側

2.000% 2.000%

[新設]

上部工横桁増厚

4600

CL

2 2

400 800 400 800 400 800 400

260 260 260 260

[新設]

防蝕アンカー M36D

水平力分担構造

440 360 440 360 440 360

(二)鳳至川

A2橋台側

至 R249号

A1橋台側

[新設]

目地材 t=20mm

水平力分担構造

防蝕アンカー M36D

[新設]

至 二俣神社
20

桁 長1092020橋 長23930

250 310250200

450480

2
0

2
2
0

3
30

2
0

18
0

3
7
0

5
5
0

55
0

425

225 225

2
79

4
1.

5 1
3

5
5

11
0

11
1

10
9

1
1
0

5
5

5
5
1
1
0
5
5

55 340 200 55

55 170 171 55

Y1 D13

Y2 D13

Y5 D13Y3

Y4 D13

Y6 D1380 80

112 100 198 200 119 100 112

41.541.5

2
0

1
8
0

3
70

5
50

33
0

2
20

80 80

112 100 198 200 119 100 112

80 80

112 100 198 200 119 100 112

5
50

2
0 5
5

1
10

1
0
9

1
1
1

1
10

55

42 198 200

118

42 42 198 200
118

42 42 198 200

118

42

Y1 D13

Y3 D13

Y5 D13

Y2 D13Y7 D13

G1 G2 G3 G4

至
二

俣
神

社

A2
橋

台
側

至
R2

49
号

A1
橋

台
側

RC縁端拡幅

[新設]

落橋防止構造

防蝕アンカー M36D

水平力分担構造

[新設]

[新設]

上部工横桁増厚

2
0

2
50

31
0

2
0

25
0

2
0
0

4
5
0

4
80

11

A

A

400 800 400 800 400 800 400

440 360 440 360 440 360

55
1
70

1
7
0

2
0
0

5
5

20019810080 112 80118 100 112

Y1 D13

Y2 D13

Y5 D13

Y3 D13

1200 1200 1200

20019810080 112 80118 100 112 20019810080 112 80118 100 112

13
7

189

189

Y7 12-D13 x 520

Y4

60

1
0
2

567

Y7 D13

Y7 D13

1540

6Y7 12 0.517〃 〃520

1000

300 600 300 300 600 300 300 600 300

1200 1200 1200

22
5

450 560

4
50

5
6
0

2
25

(横桁増厚)

鍛冶屋橋 P1橋脚補修配筋図（その2）
S=1:15(A1)

S=1:30(A3)

図 示
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鍛冶屋橋 P1橋脚補修配筋図（その2）



輪島市二俣町 地先

工 事 名

路 線 名

箇 所

縮 尺

図 面 番 号

図 名

令和8年度

輪 島 市

枚 内の

市道 二俣1号線

／

令和8年度6災 第10422号 市道二俣1号線 鍛冶屋橋
橋梁災害復旧工事

23

3-φ12キリ

3

六角ナット M10

点溶接

2×3-φ12キリ

5

下部工天端

既設上沓

8

7

六角ボルト M10×40 強度区分 4.6又は4.86

平座金 10H

平座金付

平座金付六角ボルト・ナット ---- 46 0.2

六角ボルト ---- 145 0.1

平座金 10H

5 六角ボルト M6×10 強度区分 4.6又は4.8

6

4

5

(CR+SS400)

1 ゴム支承

組 立 図

積層詳細図 Ｓ＝1/1

橋 軸 方 向橋軸直角方向

取付プレート１

材 料 表（１支承当り）

質量(kg)

6.0

名 称 材 質 個数 備 考

ゴム支承 CR+SS400 1

SS400 1

部番

1

2

全質量 Kg

CR Ge=1.0

型枠プレート SS400 24

20.1

1.9

35.8

橋
軸

方
向

2

(SS400)

1

取付プレート１

CR Ge=1.0 内部・下部鋼板(SS400)

ナジミ層(CR)

te=10mm×2層 ts=2.3mm×2枚

tr=3mm×2層

3

取付プレート２3

(SS400)

3 取付プレート２ SS400 2 7.5

2

※質量は、参考重量とする。

補強格子鉄筋

(SD345)

7

D10

8

部番

7 補強格子鉄筋

名 称

SD345

材 質

kg

単位

2.0

数 量 備 考

充填用モルタル 無収縮モルタル m3 0.004

17
6

50

124

32
0

12

35

22
0

270

540

32
0

580

100 100

630

30

380

220

430

270

170

400

540
320

13
0

6@50=300

5@
50

=2
50

50

11
.5

15
15 11

.5

50

22
.5

75
75

17
0

24100

10
10

20
0

1010 250

16 161248412

50
6

12

29
29

16
23

0
16

1010 520

75
75

17
0

3020

30

35
30

12

100 100

2-2-M6

2-3-M6

上部鋼板(SS400)

ts=4.5mm×1枚

27 70 27

30 2@240=480 30

型枠プレート4

(SS400)

540

15
0

3.
2

39
27

70

70400

7-φ8キリ

30 2@240=480 30

70

10 520 10

11
0

40

14

150

20

※○印は、ＳＧめっき仕様とする。

※桁から飛び出した既設上沓は可動側の既設上沓の幅と同じになるよう切除する。

50

配 置 図

A2A1 P1

(F) (M)

13
0

※

A1（F）

図 示

17

鍛冶屋橋 支承詳細図（その1）

鍛冶屋橋 支承詳細図（その1）
S=1: 5(A1)

S=1:10(A3)



輪島市二俣町 地先

工 事 名

路 線 名

箇 所

縮 尺

図 面 番 号

図 名

令和8年度

輪 島 市

枚 内の

市道 二俣1号線

／

令和8年度6災 第10422号 市道二俣1号線 鍛冶屋橋
橋梁災害復旧工事

23

鍛冶屋橋 支承詳細図（その2）
S=1:5

図 示

18

鍛冶屋橋 支承詳細図（その2）

3-φ12キリ

3

六角ナット M10

点溶接

2×3-φ12キリ

5

下部工天端

既設上沓

8

7

六角ボルト M10×40 強度区分 4.6又は4.86

平座金 10H

平座金付

平座金付六角ボルト・ナット ---- 46 0.2

六角ボルト ---- 145 0.1

平座金 10H

5 六角ボルト M6×10 強度区分 4.6又は4.8

6

4

5

(CR+SS400)

1 ゴム支承

組 立 図

積層詳細図 Ｓ＝1/1

橋 軸 方 向橋軸直角方向

取付プレート１

材 料 表（１支承当り）

質量(kg)

8.3

名 称 材 質 個数 備 考

ゴム支承 CR+SS400 1

SS400 1

部番

1

2

全質量 Kg

CR Ge=1.0

型枠プレート SS400 24

23.1

1.9

42.2

橋
軸

方
向

2

(SS400)

1

取付プレート１

CR Ge=1.0 内部・下部鋼板(SS400)

ナジミ層(CR)

te=14mm×2層 ts=2.3mm×2枚

tr=3mm×2層

3

取付プレート２3

(SS400)

3 取付プレート２ SS400 2 8.6

2

※質量は、参考重量とする。

補強格子鉄筋

(SD345)

7

D10

8

部番

7 補強格子鉄筋

名 称

SD345

材 質

kg

単位

2.4

数 量 備 考

充填用モルタル 無収縮モルタル m3 0.004

21
6

50

124

37
0

12

43

27
0

270

540

37
0

630

100 100

630

30

430

270

430

270

220

400

540
370

13
0

6@50=300

6@
50

=3
00

70

11
.5

15
15 11

.5

70

22
.5

75
75

22
0

24100

10
10

25
0

1010 250

16 161248412

50
6

12

29
29

16
28

0
16

1010 520

75
75

22
0

3020

30

43
30

12

100 100

2-2-M6

2-3-M6

上部鋼板(SS400)

ts=4.5mm×1枚

27 70 27

30 2@240=480 30

型枠プレート4

(SS400)

540

15
0

3.
2

39
27

70

70400

7-φ8キリ

30 2@240=480 30

70

10 520 10

11
0

40

14

150

20

※○印は、ＳＧめっき仕様とする。

50

配 置 図

A2A1 P1

(F) (M)

13
0

P1（M）



輪島市二俣町 地先

工 事 名

路 線 名

箇 所

縮 尺

図 面 番 号

図 名

令和8年度

輪 島 市

枚 内の

市道 二俣1号線

／

令和8年度6災 第10422号 市道二俣1号線 鍛冶屋橋
橋梁災害復旧工事
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伸 縮 継 手 断 面 図

現場接合部詳細

G

90°

G

90°

シール充填図

シール材

プライマー塗布

目地材

20

30
(40)

m30.624m30.288後打コンクリート

m4.000 耐グレーダー型(止水ゴム付)
弾性シール

SS400 合成ゴム
表面鋼製ゴムジョイント-20用

備 考合計数量A1数量材 質名 称

伸 縮 継 手 材 料 表

本64コンクリートアンカー 本128

超速硬コンクリート

m4.000

シール材 シリコーン系 1.12 ﾘｯﾄﾙ0.48 ﾘｯﾄﾙ

通し筋 本4SD345 本8 D16x4000

式1

式1 30用

接着剤

断 面 図

平 面 図

表面鋼製ゴムジョイント-20用

耐グレーダー型（止水ゴム付）

A1

P1

耐グレーダー型（止水ゴム付）

耐グレーダー型(止水ゴム付)
弾性シール

SS400 合成ゴム
表面鋼製ゴムジョイント-30用 m4.000

m30.336

P1数量

本64

0.64 ﾘｯﾄﾙ

本4

式1

m4.000

排水パイプ ステンレス 本1 本1 本4 20Ax4000

〃

20用

注）伸縮継手長さは、現地測量後決定する事。

注）既設伸縮継手の後打ちコンクリートは撤去する事。

注）カッター幅及びはつり深さは、現地確認の上、決定の事。

注）排水パイプは、現地測量のうえ決定する事。現地状況により設置困難な場合は、施主と相談の上設置の有無を決定する事。

4000

4600

300

10
0

300

1
0
0

流下方向

250 30

200 78～98 250

12
0

7
5

350

80 15080100

橋 台 側 桁 側

型

枠

材

通し筋 D16

コンクリートアンカー D16

SD345

ctc.250

現場接合弾性シール材 52 2125

～

5

12
0

ガイド板

1
0
0

止水ゴム

後打ちコンクリート

350 40

250 88～118 250

12
0

7
5

350

80 15080150

桁 側

型

枠

材

通し筋 D16

SD345

後打ちコンクリート 現場接合弾性シール材

5

62 21

～

35

12
0

ガイド板

1
0
0

止水ゴム

コンクリートアンカー D16

ctc.250

桁 側

※( )内寸法は、P1側を示す。

シール材 シール材

(
二

)
鳳

至
川

橋長34960

桁長23930 桁長10920 404030

至 二俣神社至 R249号

位 置 図

4
6
00

30
0

4
0
00

3
00

F

A1 P1

M

A2

3
00

4
0
00

3
0
0

4
6
00

46
0
0

3
00

40
0
0

3
00

表面鋼製ゴムジョイント-20用

耐グレーダー型（止水ゴム付）

表面鋼製ゴムジョイント-30用

耐グレーダー型（止水ゴム付）

90°
0′

0″

A1

シール材シール材

シール材シール材

300

2000 2000

4000

300

90° 90°

90°
0′

0″

現場接合部 表面鋼製ゴムジョイント-30用

耐グレーダー型（止水ゴム付）

2000 2000

4000

300 300

90
°

90°

90
°
0′

0″

現場接合部

耐グレーダー型（止水ゴム付）

※現場接合部は、パッキンに接着剤を塗布し接合すること。

また、指定範囲に溶接を施すこと。

90°
0′

0″

P1

式1

注) ガイド板は車両進行方向に設置する

表面鋼製ゴムジョイント

耐グレーダー型（止水ゴム付）

鍛冶屋橋 伸縮装置詳細図（参考図）

S=1:30(A1)

S=1:60(A3)

S=1: 5(A1)

S=1:10(A3)

S=1:30(A1)

S=1:60(A3)

図 示

19

鍛冶屋橋 伸縮装置詳細図（参考図）

表面鋼製ゴムジョイント-30用

表面鋼製ゴムジョイント-20用

S=1:100(A1)

S=1:200(A3)

S=1:2(A1)

S=1:4(A3)



輪島市二俣町 地先

工 事 名

路 線 名

箇 所

縮 尺

図 面 番 号

図 名

令和8年度

輪 島 市

枚 内の

市道 二俣1号線

／

令和8年度6災 第10422号 市道二俣1号線 鍛冶屋橋
橋梁災害復旧工事

23

至 二俣神社

P1

1:
0.
2

至 R249号

側 面 図

A2

平 面 図

P1 A2

G1

G2

図 示

20

鍛冶屋橋 断面修復工図

鍛冶屋橋 断面修復工図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

遊離石灰

鉄筋露出

種類

腐食ひびわれ

表示表示
損傷の

種類

損傷の

うき
豆板・空洞

欠損

変形

滞水

漏水

剥離

凡例

10920

2

1

200×700×50

断面修復工（左官工法）

1 主桁側面 変形・欠損・うき

7
0
0

200

1
5
0

200×700×50

断面修復工（左官工法）

1 主桁側面 変形・欠損・うき

20
0

50

100×200×50

断面修復工（左官工法）

2 橋脚梁部 変形・欠損

200

1
0
0

50

2

100×200×50

断面修復工（左官工法）

2 橋脚梁部 変形・欠損

断面修復工詳細図

鉄筋

50
m
m程

度1
0m

m
以

上

（左官工法用）充填防錆ペースト塗布

ポリマーセメントモルタル

プライマー塗布

カッター目地

ケレン

損傷範囲

（うき・鉄筋露出など）

人力はつり

補修範囲
（深さ10mm程度）

カッター目地

（深さ10mm程度）

カッター目地

清掃

プライマー塗布

コンクリート面に

養生

防錆ペースト塗布

鉄筋表面に

及び清掃

鉄筋のさび落とし

鉄筋なし鉄筋あり

断面修復工 施工フロー

劣化コンクリートの斫り

プライマー塗布

コンクリート面に

ポリマーセメントモルタルを充填

コンクリートの欠損部に

ポリマーセメントモルタルを充填

コンクリートの欠損部に

養生

材料の種類

項 目 ポリマーセメントモルタル

断面修復材性能表

硬化時間 断面修復材の固化時間は1時間以上であること

断面の修復に

力学的性能

断面修復材料の

外観（塗装無し）
温冷繰り返し試験後

硬化収縮性 －

断面修復材は均一で，割れ・剥がれ・膨れのないこと

断面修復材の硬化収縮率は0.05％以下であること

硬化にともなう発熱により反りかえりがないこと

熱膨張性 硬化収縮試験後 断面修復材の熱膨張係数は2.0×10 /℃以下であること-5

湿潤時

耐アルカリ性試験後

要する性能

コンクリート

との付着性

塗装との付着性

圧縮強度 －

温冷繰り返し試験後

温冷繰り返し試験後

コンクリートと断面修復材との付着強度は1.5N/mm 以上であること2

塗膜と断面修復材との付着強度は1.0N/mm 以上であること2

母材コンクリートの設計基準強度16N/mm 以上であること2

※注記

4.冬期（環境温度5℃以下）の施工となる場合は初期凍害を防ぐため，適切な方法で保温養生を行うこと。

5.はつる範囲には，カッター目地を10mm程度入れて，フェザーエッジにならないよう注意すること。

6.腐食した鉄筋，鋼材は電動ブラシ・ワイヤーブラシ・サンドペーパーにて丁寧にさび落としを行い，速やかに防錆材塗布

を行うこと。

3.補修範囲は目視及び打音調査の結果によるものであり，内部劣化範囲はさらに広がる場合があるため，現地劣化損傷状況

を確認し，施工数量は監督員との協議の上決定すること。

1.断面修復工はうき，剥離・鉄筋露出，変形・欠損箇所を対象に行う。

2.断面修復材には「断面修復材規格表」に示す規格を満足する材料を使用すること。

7.断面修復材は製造会社の施工要領書に従い，計量・練り混ぜを行うこと。また，塗付け面に空隙が生じないよう丁寧にコテ

8.斫り時及びモルタル充填時はテミ・トロ舟などを用いて発生殻・落下モルタルをすべて回収し，再生資源化施設に搬出処分

すること。

で塗り重ね，表面は平坦に仕上げること。

損傷部位 W(m) L(m) D(m)番号 V(m )

1 RCT桁側面角部

断面修復工 集計表

0.05 0.0070.20 0.70

損傷種類

変形・欠損

3

2

合 計

0.05 0.0010.10 0.20変形・欠損

0.008

P1橋脚梁角部

(
二

）
鳳

至
川
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A1橋台側

至 R249号 至 二俣神社

P1

A2

A2P1
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鍛冶屋橋 仮設足場工計画図（参考図）

側 面 図
S=1:100(A1)

S=1:200(A3)

平 面 図
S=1:100(A1)

S=1:200(A3)

(二
)鳳

至
川

断 面 図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

図 示
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鍛冶屋橋 仮設足場工計画図（参考図）
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STEP1

至 二俣神社

P1橋脚側

至 R249号

Fix

吊り足場の設置既設アンカーボルト

頭部切断・残置

既設落橋防止構造

鋼製ブラケットの撤去（移設）

RC縁端拡幅構築

STEP2

至 二俣神社

P1橋脚側

至 R249号

Fix

フラットジャッキ設置

UP

至 二俣神社

P1橋脚側

至 R249号

Fix

橋座コンクリート斫り

【既設支承】

撤去（上沓残置）

STEP4STEP3

至 二俣神社

P1橋脚側

至 R249号

Fix

【新設支承】

新規支承設置

【新設支承】

沓座鉄筋組立

沓座型枠組立

沓座モルタル打設

沓座型枠撤去・仕上げ

無収縮モルタル打設

S T A R T

既設落橋防止構造の撤去

STEP1

STEP2

STEP3

STEP4

STEP6

吊り足場の設置

近接調査計測

鉄筋探査（既設縁端拡幅側面）

RC縁端拡幅構築

フラットジャッキ設置

反力受替（ジャッキアップ）

橋座コンクリート斫り

既設支承撤去（上沓残置）

新規支承設置

沓座型枠組立

沓座モルタル打設

沓座型枠撤去・仕上げ

STEP5

近接調査計測

鉄筋探査（既設縁端拡幅上面）

防食アンカー削孔

防食アンカー設置

横桁増し厚鉄筋組立

反力受替（ジャッキダウン）

横桁型枠組立

補修用油圧ジャッキの撤去

横桁増厚コンクリート打設

STEP7

落橋防止構造アンカー削孔

落橋防止構造設置

排水溝構築

STEP8

補修用吊り足場の撤去

E N D

沓座補強鉄筋組立

橋座斫り部無収縮モルタル打設

鍛冶屋橋 施工ステップ図(その1)(参考図)
S=1:20(A1)

S=1:40(A3)

図 示
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鍛冶屋橋 施工ステップ図(その1）

（参考図）
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STEP5 STEP6

DOWN

至 二俣神社

P1橋脚側

至 R249号

Fix

フラットジャッキの撤去

至 二俣神社

P1橋脚側

至 R249号

Fix

防食アンカー設置

新設横桁増厚

横桁増厚鉄筋組立

横桁型枠組立

コンクリート打設

STEP7

至 二俣神社

P1橋脚側

至 R249号

Fix

STEP8

至 二俣神社

P1橋脚側

至 R249号

Fix

落橋防止構造

設置（再利用）

落橋防止構造

アンカー削孔

排水溝構築

補修用吊り足場の撤去

S T A R T

既設落橋防止構造の撤去

STEP1

STEP2

STEP3

STEP4

STEP6

吊り足場の設置

近接調査計測

鉄筋探査（既設縁端拡幅側面）

RC縁端拡幅構築

フラットジャッキ設置

反力受替（ジャッキアップ）

橋座コンクリート斫り

既設支承撤去（上沓残置）

新規支承設置

沓座型枠組立

沓座モルタル打設

沓座型枠撤去・仕上げ

STEP5

近接調査計測

鉄筋探査（既設縁端拡幅上面）

防食アンカー削孔

防食アンカー設置

横桁増し厚鉄筋組立

反力受替（ジャッキダウン）

横桁型枠組立

補修用油圧ジャッキの撤去

横桁増厚コンクリート打設

STEP7

落橋防止構造アンカー削孔

落橋防止構造設置

排水溝構築

STEP8

補修用吊り足場の撤去

E N D

沓座補強鉄筋組立

橋座斫り部無収縮モルタル打設

鍛冶屋橋 施工ステップ図(その2)(参考図)
S=1:20(A1)

S=1:40(A3)

図 示
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鍛冶屋橋 施工ステップ図(その2）

（参考図）


